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よりで 2.3・4!~把持しに.部ち O は病斑魯緑、
第 2 表 病薗薗叢の鷲脊さt意義温度さの闘係
婦警温度|竺iニ-'_1.0，.1ぉ .1 20 1 24 I Z7 I~I 33 1土
培養 3日後 I~ 1 0 l' '7:6 I '20:1 I 15.2I 15.0 1ωI 9.2I 16.5I 。
繕 蓑 B日後 1 0 1 1'0 1 14・51凱5I ~9.5 1‘47，5 '1 60. I 43.7 I i26.2 1 0 一_1_.1一一一.一一ー|一一一l咽__.I_..L.I_申」一_1一ー
病菌一歯叢の生育と培養基の民感さの聞係を鴎 1t.ま病斑極少、 は少、 B'立中.等、 iは多;5は
鈴薯寒天で貫職Lt:鋸氏27度、δ百聞培養後 挿多ざいふ風にしす之。柏崎周査は常に教λで別々
の薗叢め直徳を示す&第表の如〈である. じ記持じ其結果伝手均しfこσ其4固反援した賞
、 序 3 表 病菌蒔農の遊宵ミ培養基 PUさの聞係 ' 
」LlJfi-l 竺|川とI_~~L-;.5 I 8.5 j ~.5 
1M 1 25.9 1 ~4丸 1 45.9 1，私 5 1 羽.1 1 37.4 1 88.0 
L粍) I L_一一 I -I I I I I 
|5.2 I 5.8 I ~4 I~.三I~__J ，8.1 t 9.
~I 菌叢，直径 I 0 I 16.1 I '42，.1 I誌 5I・36.D1， 33-4 I沼oI aI.2 I制 I27.6 
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b本宛そl:，!) 之を既日嫡子瓶(1 封度入)~二挿 瓢宛10争:0連を供用し、共結果の調査は前記品
入しお枇加~1 時経過L同基地築 専の射さ向?yニ.(，i: o: ~ =e摘し共結果併
を依複した後に胞子探訪宇波を噴嘉し1:..胞子浮 駒し代 其結果は第5表の如くであ.>';，，0
申 15.. (56) 
j影4表 甘藷品種の黒星病に劃する指1病程度
(質量産I・III及IVほ塾先・II，lt唾元を供用) ， 
貰 III I IVI硝毛主先):c事元〉
.艮'林 1 望E Q.4 0.2 。。0.15・
:農林 2 IR '1.4 3.2 3.6 2.6 2.7 。。0・2 。0.05 
.良林 a ， 0 。0.2 。0.05. 
農林 5 奴 。。。。。
1 祢 6 蹴 。。。。。
1林 7 IR 1.2 4.8 6.4 4.8 4.G5 
集林 18 貌 。。02 0.2 0.1 
調東 19 放
， 。。。。。
陽東 20 .. 0.4 0.8 0.4 。0.4 
関東 21 蹴 。。。。。
踊東 22 !ft 1.0 ].0 D.4 0.2 0.65 
九州 1 掠 2.8 5.6 I 4.6 3.8 4.2 
九州 8 蹴 2.8 3.2 4.8 3.4 3.65 
九州 10 蹴 2.4 4.0 .4:6 3.4 3.6 
liIi系 3 扱 。
o • 
。。。
'fIi系 4 按 2.0 3.6 4.0 3.2 3.'a 
』
重量 系 5 貌 4.4 5.6 5.8 6.2 込~5
沖縄 1ω 百 。。。。。， 
七 嗣 2.8 2'U 0.4 0.2 1.36 
尼 ケ 事缶 1.0 .2.0 4.Z 2.0 2.3 
重量臨海玲 1.8 3.6 6.0 4.2 3，9 
赤 話島 兵/ 1;6 4.4 5.0 3.8 3.68 
内原 l 貌 5.6 6.8 5.8 5.6 5.75 
包手-3殴 2.4 2.s 1.0 0.8 l.15 
te 魁 事毎 2.0 1.6 0.5 。1.03 
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4.0 2.0 2.3 
ポル ドウ合剤 0.26 I 0.6 0.4 1.5 0.83 
1.∞ 0.1 0.4 2.0 0.83 
2.4 7.5 2.9 4.261 
銅製刺 1~ I 0.25 2.7 1'.1 3.0 3.56 
1.00 0.8 3.1 1.4 1.76 
Q.05 2.9 3.9 1.6 2.釦
銅製剤 2撹 ct.25 2.2 4.0 1.7 2.63 
1.00 0.6 1.8 1.3 1.23 
。無 薬剤・按 調 一 4 



















〈農併1・ 3 及 4蹴・閥事1~就も強い.iに反し
t内原 1枕・高系4及δ蹴・九州 1• 8及16蹴・
赤源氏並に蔓無瀕氏は弱h、.
5) 本病蕗は被害輩薬上に或鉱甘藷面に附着
して越年する様~ðうるか:ら、被害霊薬は牧獲時
に清備し深4裡混又は蟻刻する.種藷は被害地
以外からさる様にする。
6) 含銅撒布剤、特tζボ叱ドウ合剤は効果が
/ぁ.るから費帝P兆があれば共約1石式のボルド
ウ合膏lをF撒布す争が主いo I 
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